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「
豊
岡
市
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
戦
略  

（
仮
称
）」の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

本
市
で
は
、
2
0
1
9
年
1
月
、

「
豊
岡
市
ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
戦
略（
民
間
事
業
所
向
け
）」と

「
豊
岡
市
役
所
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン（
市
役
所

向
け
）」を
策
定
し
、
職
場
を
切
り

口
と
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
家
庭
、
地
域
等
を

含
め
た
ま
ち
全
体
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
向
け
た
戦
略

を
策
定
し
ま
す
。
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
若
い
世
代
の
意
見
や
経
営

者
等
の
先
進
事
例
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

結
果
な
ど
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
、

市
民
主
体
で
地
域
に
根
差
し
た
未

来
志
向
の
戦
略
案
を
検
討
し
ま
す
。

　

シ
ナ
リ
オ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ（
複

数
の
未
来
を
想
定
し
、
対
応
を
考

え
る
）を
活
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
、
演
劇
的
手
法
を
用
い
た

ワ
ー
ク
な
ど
従
来
の
戦
略
策
定
手

法
と
は
異
な
る
新
た
な
手
法
で
実

施
し
ま
す
。

　

9
月
23
日
に
第
1
回
豊
岡
市
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
戦
略

会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員

は
、
有
識
者
に
上
智
大
学
名
誉
教

授　

目
黒
依
子
さ
ん
、
企
業
経
営

者
、
教
員
、
育
児
中
の
人
、
若
者
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
者
な
ど
、

多
世
代
・
多
様
な
立
場
の
10
人
が

務
め
、
半
数
が
女
性
。
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
関
西
学
院
大
学
客
員
教 

授　

大
崎
麻
子
さ
ん
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
に（
一
社
）ロ
ー
カ
ル
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
代
表
理
事　

田
中
淳

一
さ
ん（
内
閣
府
地
域
活
性
化
伝

道
師
）を
迎
え
、
市
民
な
ど
約
20

人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

無
意
識
の
偏
見
な
ど
に
気
づ

く
た
め
の
ワ
ー
ク
や
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
が
解
消
さ
れ
た
未

来
、
解
消
さ
れ
な
い
未
来
の
シ
ナ

リ
オ
を
描
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
、
目
指
す
姿
や
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
個
人
、
家
庭
、
職
場
、

地
域
、
行
政
が
で
き
る
こ
と
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
今
後

2
回
の
会
議
で
議
論
を
深
め
、
戦

略
案
を
ま
と
め
ま
す
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
＝
性

別
の
違
い
で
生
じ
る
、
さ
ま

ざ
ま
な
格
差

第１回豊岡市ジェンダーギャップ解消戦略会議を開催

▲ワークショップ ▲高校生ワークショップの動画視聴

〈
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
が
解
消

さ
れ
た
ま
ち
の
姿
〉 

　

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
増
え
る
。
若

者
が
増
え
、
人
口
・
出
生
率
が

増
加
す
る
。
人
材
不
足
が
解
消

さ
れ
る
。
企
業
が
増
え
る
。
子

ど
も
が
地
域
全
体
で
育
て
ら
れ
、

安
心
し
て
働
き
し
っ
か
り
と
稼

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

〈
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
が
解
消

さ
れ
な
か
っ
た
ま
ち
の
姿
〉

　

若
い
女
性
が
戻
っ
て
こ
な
い
。

男
性
の
未
婚
率
が
上
昇
し
少
子

化
が
進
む
。
人
口
減
に
よ
り
い
く

つ
か
の
村
が
消
滅
。
企
業
、
豊

岡
市
経
済
が
衰
退
。
個
人
の
可

能
性
が
閉
ざ
さ
れ
る
。
子
ど
も

達
へ
の
影
響
が
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
。

〈
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
が
解
消

さ
れ
た
未
来
を
実
現
す
る
た
め
に

す
べ
き
こ
と
〉

　

固
定
観
念
に
気
づ
い
て
、
意

識
を
変
え
る
。
生
活
の
役
割「
家

事
・
育
児
」の
分
担
。
感
謝
を
言

葉
に
す
る
。
女
性
の
区
長
を
つ
く

る
。
若
い
議
員
を
増
や
す
。
教

育
に
も
っ
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
取

り
上
げ
る
。
働
き
方
の
環
境
を

整
え
る
。
自
治
会
で
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
勉
強
会
を
開
催
す

主
な
意
見

第
2
回
戦
略
会
議　

11
月
19
日

（
木
）

第
3
回
戦
略
会
議　

12
月
16
日

（
水
）

　

い
ず
れ
も
市
役
所
庁
議
室
、
午

後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

《 

問
合
せ
》
ワ
ー
ク
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
推
進
室
☎
21

－

9
0
0
4

今
後
の
予
定

る
。
市
長
、
市
議
会
議
員
、
企
業
、

市
民
な
ど
で
意
見
交
換
で
き
る

会
議
体
を
新
設
す
る
な
ど
。

参考図書
小学館新書　治部れんげ著
「男女格差後進国」の衝撃　
無意識のジェンダー・バイアスを克服する
　豊岡市のジェンダーギャップ解消の取
組みが紹介されています。
〇 国会議員からも注目される兵庫県豊
岡市
〇 市長の危機感に火をつけた「若者回復
率」

　〇ワークイノベーションの推進

クローズアップ豊岡

※掲載している情報は編集時点（10月15日）のものです。変更になっている場合がありますので、注意してください。
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　2019年度決算は、一般会計と特別会計、公営企業会計を合わせた総額で、歳
入（収入）が774億円、歳出（支出）が744億円でした。
　また、市の全ての会計を合わせた市債（借入金）残高は、1,084億円、対前年度比
46億円の減になり、市民１人当たり134万８千円、対前年度比４万円の減となりました。

《問合せ》財政課☎21‒9014

一
般
会
計
の
決
算

　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
が

4
8
7
億
円
、
歳
出
が
4
7
2
億

円
で
し
た
。
歳
入
に
は
、
2
0
2

0
年
度
へ
の
繰
越
し
事
業
の
財
源

3
億
円
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

こ
れ
を
差
し
引
き
、
実
質
収
支
は

12
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
最

も
多
く
1
7
5
億
円
で
し
た
。
次

い
で
市
税
が
1
0
0
億
円
、
国
県

支
出
金
が
80
億
円
、
市
債
が
36
億

円
と
続
き
ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
民
生
費
が
最
も
多

く
1
2
5
億
円
で
し
た
。
次
い
で

総
務
費
が
71
億
円
、
公
債
費
が

67
億
円
、
土
木
費
が
55
億
円
と
続

き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
1
人
当
た
り
の
歳

出
額
は
58
万
7
千
円
、
納
税
額
は

12
万
5
千
円
で
し
た
。

　

市
債
残
高
は
、
5
1
9
億
円
、

対
前
年
度
比
27
億
円
の
減
に
な
り
、

市
民
1
人
当
た
り
64
万
6
千
円
、

対
前
年
度
比
2
万
6
千
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
･
公
営
企
業
会
計
の
決

算
　

特
別
会
計
の
決
算
は
8
会
計
の

総
額
で
、
歳
入
が
2
0
6
億
円
、

歳
出
が
2
0
0
億
円
で
、
実
質
収

支
は
6
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
前

年
度
か
ら
歳
入
が
3
億
円
の
増
、

歳
出
が
5
億
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
特
別
会
計
の
う
ち
、

介
護
保
険
事
業
で
、
後
期
高
齢
者

の
増
加
に
伴
い
要
介
護
認
定
者
が

増
加
し
た
こ
と
等
が
影
響
し
て
い

ま
す
。

　

公
営
企
業
会
計
の
決
算
は
、
水

道
事
業
が
3
億
円
、
下
水
道
事
業

が
7
億
円
の
黒
字
、
農
業
共
済
事

業
が
87
万
円
の
赤
字
で
し
た
。

2019年度決算のあらまし
一般会計の実質収支は12億円

〈一般会計決算〉

歳　出

総務費

民生費

公債費

衛生費

土木費

教育費

その他

 歳　入
471億9,378万円486億8,676万円

地方
交付税

市税

繰越金

国県
支出金

市債

その他

黒字

地方公共団体が一定水準
の行政サービスを行えるよう
国から交付されるお金
175億4,970万円（36.1%）

市民税、固定資産税、軽自
動車税など
100億3,023万円（20.6%）

特定の事業に対して国・県か
ら交付されるお金
79億6,759万円（16.3%）

市の借入金
36億2,690万円（7.4%）

前年度繰越金
20億2,845万円（4.2%）

譲与税・交付金、使用料及
び手数料、繰越金、基金繰
入、雑収入など
74億8,389万円（15.4%）

高齢者福祉、障害者福祉、
児童福祉など
125億217万円（26.5%）

道路・河川整備、都市計画、
公営住宅など
54億7,892万円（11.6%）

学校教育・社会教育・文化
振興など
46億6,715万円（9.9%）

借入金の返済費
67億2,378万円（14.2%）

ごみ処理施設負担金、健康
診査、豊岡病院負担金など
44億2,377万円（9.4%）

消防費、農林水産業費、商
工費など
62億5,537万円（13.3%）

市役所管理費、環境政策、
地方創生など
71億4,262万円（15.1%）

区　　分 歳入 歳出 歳入歳出差引
一般会計 486億8,676万円 471億9,378万円 14億9,298万円

特別会計 206億4,522万円 200億4,130万円 6億392万円
国民健康保険事業
（事業勘定） 89億2,059万円 88億2,100万円 9,959万円

国民健康保険事業
（直診勘定） 8,887万円 8,460万円 427万円

後期高齢者医療事業 12億4,269万円 12億1,598万円 2,671万円

介護保険事業 99億7,174万円 95億3,292万円 4億3,882万円

診療所事業 2億7,731万円 2億6,061万円 1,670万円

霊苑事業 2,303万円 1,284万円 1,019万円

管理会財産区 224万円 9万円 215万円

太陽光発電事業 1億1,875万円 1億1,326万円 549万円

公営企業会計 81億1,030万円 71億4,187万円 9億6,843万円

水道事業 22億7,545万円 20億1,382万円 2億6,163万円

下水道事業 56億8,832万円 49億8,065万円 7億767万円

農業共済事業 1億4,653万円 1億4,740万円 △87万円

合　　　計 774億4,228万円 743億7,695万円 30億6,533万円

〈会計別決算額一覧〉

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2～5

市
政
ニ
ュ
ー
ス

6～7

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

8～30

く
ら
し
の
情
報

31～37

保
健
行
事

38～39

つ
ど
い
の
広
場
・

図
書
館

40～41

主
な
相
談
・

主
な
行
事

42～43

※掲載している情報は編集時点（10月15日）のものです。変更になっている場合がありますので、注意してください。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

8～30


